
戦国の終焉と近世の幕開けを告げた小田原合戦

　小田原合戦は、天正 18 年（1590）に、天下統一をめざす豊臣秀吉と、天下人秀吉への従

属を拒み関東の領国支配を続ける北条氏政・氏直親子とが戦った合戦です。

　この合戦に勝利した豊臣秀吉は天下統一を成し遂げましたが、それは、戦国時代の終焉であ

るとともに新しい近世の幕開けを告げる、わが国の歴史の大きな転換点となる出来事でした。

　そのことは、当時、中世最大の城郭として天下に知られた小田原城と東国最初の総石垣の城

郭となった石垣山城（一夜城）、「中世城郭」と「近世城郭」をそれぞれ代表する城が早川を挟

んで対峙したことに象徴されます。

参集した武将と都市形成
　小田原合戦に参集した豊臣方の武将たちは、小田原城の町を取り囲む総構の堅固さに驚き、

合戦後に自国でも総構を築きました。こうした城は、江戸城（徳川家）、大阪城（豊臣家）、金

沢城（前田家）、会津若松城（蒲生家）など、現在の県庁所在地や主要都市となっていることから、

小田原城総構の存在は、全国の主要都市の形成に少なからぬ影響を与えたものといえます。

　今回の紋章展では、小田原合戦に参集した北条方の武将、小田原城を取り囲んだ豊臣方の武

将の紋章を一同に集め、ご覧いただきますが、そこから戦国武将や小田原合戦の歴史に想いを

はせていただければ幸いです。
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